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公園管理者と移動障害当事者が GPSカ メラ画像から

判読する公園バ リアフリー情報
Characterizing GPS Camera― based Accessibility information on Parks and Outdoor Recreation Sites

lnterpreted by Park Managers and Mobility!mpaired People
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Abstract i GPS calllera based methods for c01lecting accessibility infOrmation was discussed This research had twO obiectiVes:(a)

examinc H′ hat kind type of accessibility information fOr mObility ittnpaired peOple can be derived frOm the GPS― camera ilnage data,

(b)ShOW′ the potential of accessibility map may be imprOved by GPS,camera based apprOach Our l・ esults shoM′ ed park managers

inotice pointsi biased to facility related,On the other hand,mobility ilnpaired inotice pointsi、
vere very sensitive to accessibility,

especially in positive and negative aspect from vieH′point Of user TO increase the likelih00d that there is a strong match beい汀een

accessibility informatiOn and actual situations,it is essential to gain the participation of the intended users
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1.研 究目的

様々な野外活動を行う場である公園ではその性質上,高 齢者や

障害者の利用が制限される場合が少なくない。このような場合に

は,十 分な公園バリアフリー情報開示が利用者の利便性向上に大

きく貢献する。 しかしながら,情 報収集のために多労を要するな

どの理由により,公 園バリアフリー情報開示の実際はその内容が

トイレや駐車場情報に偏重した現状にある'｀
。近年,災 害や環境,

教育などの現場において市民参加型の新たな情報収集ツールとし

て,GPSを 搭載 したデジタルカメラの利用が着目されている。

本ツールの特徴は正確な位置情報を有する画像データを簡便に収

集でき,か つ画像データからは多様な情報が取得できる点にある。

これを公園バリアフリー情報取得のためのツールとして活用でき

れば,施 設情報に偏らない真に利用者が必要としている多様な情

報の開示に大きく貢献できる。そこで,本 研究ではGPSカ メラ

画像からどのような公園バリアフリー情報が取得できるのか,そ

の概要を明らかにすることを目的とした。

2.既 往研究の整理

公園バリアフリー情報に関する既往研究においては,主 にサイ

ンや看板などによる情報提供か議論されてきた。例えば,米 国の

国立公園等では包括的なバリアフリー戦略が立案されているが,

情報提供はその中の重要なツールのひとつとなっている5サ
。国内

でも先進的な一部の公園ではそれらの考え方か導入され,ア クセ

スの困難程度とプログラムの関係性を考慮に入れた案内表示がな

されている。最近では,事 前情報としてのバリアフリー情報を取

り扱った研究事例が数多く報告されるようになってきた。例えば,

現実の公園においてウヾ リア
'マ

ップを作成した事例
」が挙げられ

る。 しかしながら,国 内の研究では移動円滑化に関する情報を扱

うものがほとんどで,公 園が提供するプログラムを議論したもの

はほとんど見られない。GISな どの空間情報を利用したものとし

ては車いすアクセシビリティSを
評価した事例が報告されている

が,利 用可能な情報か限定的であるため,ア プローチゃ概念を提

案するにととまる。一方,GPSカ メラを用いた情報収集に関す

る研究は,ま ちづくり,観 光,防 災,環 境,林 業,農 業など,幅

広く議論が行われている。しかしながら,議 論の対象はシステム

そのものである場合が多く,バ リアフリーマップ作成に関しても
一部で応用が可能だという指摘はあるものの3う

, どのようなタイ

プの情報が取得できるのか,あ るいはできないのかといった情報

の中身を検証した研究事例は報告されていない。このように,既

往研究における公園バリアフリー情報は未だ公共空間における移

動円滑化に関する議論にとどまり,GPSカ メラを用いた情報収

集に関しても, システムに関する提案はあるものの,そ れらによっ

てどのような情報が得られるのかは不明なままである。

3 研 究目的を達成するための基本的な考え方

様々な野外活動を行う場である公園でのバリアフリー情報は,

それらの活動を支援するための施設整備,サ ービス, プログラム

を合む包括的なガイダンス情報であるべきである。本研究では

GPSカ メラ画像から取得できる公園バリアフリー情報の内容を

明らかにすることが目的であるが, ここでは,公 園バリアフリー

の理解そのものが大きく異なる可能性がある2つの立場から画像

判読を実施し,そ の内容を①公園そのもの,② 移動,③ 見る・楽

しむ,の 3タ イプに分類,全 体に占めるそれぞれの割合を算出・

比較することによりその特徴を把握してみたい。以下にこれらの

狙いについて説明する。

まず異なる2つの立場についてであるが,一 方は管理する側の

立場として公園管理専門家を対象とする。公園管理専門家は管理

運営や施設整備などの実際に詳しい一方,バ リアフリーに関する

知識はガイドライン記載事項のレベルに留まる場合が多い。もう
一方は利用者でありかつ公園内で

'バ
リア

'に
遭遇することの多い

障害当事者である。障害当事者は野外活動を行う際の不便さを指

摘できる一方で,公 園管理の実際には詳しくない。このように相
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